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論文及び審査結果の要旨 
 
第１章「研究の目的と背景」では，本研究の背景と目的について述べている。柱と梁の交差

部（柱梁接合部）や主筋定着部周辺では，防止すべき破壊形式として，定着部のコンクリート

が破壊し主筋が抜け出す破壊や，理想的な梁曲げ降伏前に柱梁接合部が脆性的に破壊する場合

があり，これらに対する基規準類の設計式を概観している。一方，主筋の定着方法として，従

来の折曲げ定着に対し，つばのついたナットを用いた機械式定着は合理化施工に大きく貢献す

るが，材料や部位について適用範囲が限られていることを述べている。これらの現状に対し

て，ト形柱梁接合部（外部に面した柱と梁からなる接合部で，材料範囲に制限）やＬ形接合部

（最上階の柱と梁からなる接合部で，原則的に適用範囲外）で適用範囲を拡大するための設計

式の改善や，適切な補強設計手法の提案を研究目的としていることを述べている。 
第２章「ト形柱梁接合部における機械式定着耐力の算定法」では，鉄筋コンクリート構造の

主筋端部に機械式定着工法を用いた場合の破壊形式のひとつである「側方割裂破壊」の耐力算

定方法の改良について述べている。既往実験データを収集，分析した結果から，この破壊形式

に対する従来の設計式（NewRC 式）に，破壊に影響を及ぼす定着長さと梁応力中心距離の影響を

考慮するための係数を新たに加えるとともに，コンクリート強度や接合部フープの影響に関す

る係数に修正を加えている。提案手法は，既往の設計式より評価精度が向上していることを示

している。 

第３章「高強度材料を用いたト形柱梁接合部における梁主筋の機械式定着の適用」では，鉄

筋コンクリート構造の梁主筋を機械式定着した場合の柱梁接合部の危険な破壊を防止するため

の設計について述べている。通常は，接合部に取り付く梁部材の曲げ降伏を先行させ，接合部

の破壊を防止しなければならず，日本建築学会では，せん断設計手法と接合部曲げ降伏を防止

する手法が指針や規準に示されている。本論では，それらの適用範囲（コンクリート設計基準

強度は 21～60MPa，主筋鋼種は SD295～SD490）拡大のための検討を行っている。コンクリート設

計基準強度 45～120MPa，および主筋鋼種 USD685 を用いた部材実験データに対する評価精度を検

証し，高強度材料を用いた場合の精度低下を踏まえて，余裕度を確保するための低減係数を提

案している。なお，本研究はメーカーとの共同研究で行われており，本提案手法はメーカーの

設計指針（第三者機関による評価を取得している）に採用されている。 

第４章「最上階 L形柱梁接合部における梁主筋への機械式定着の適用」では，鉄筋コンクリー

ト構造の梁主筋の機械式定着を最上階 L形柱梁接合部に適用する方法について述べている。従来

は，梁上端主筋を下に折り曲げて柱主筋とラップする部位である。梁主筋を機械式定着した場

合，補強不十分な場合には，梁主筋定着端からコーン状の破壊が起きる。それを防止するた

め，柱を梁上部に突出させる（形状Ⅱ），梁上端主筋より上側で柱主筋を定着するとともに柱主

筋を拘束するフープ配筋とする（外周だけでなく各主筋を中子筋で拘束）（形状Ⅲ），さらに梁

定着端を拘束する補強筋を巻き付けたもの（形状Ⅳ）の３種類の方法が効果的であることを実



注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 

験データの分析から示している。これらの形状の必要補強筋量を検定する方法を提案し，既往

の実験データと良く整合することを示している。 

第５章「実用性の検証」では，第２章から第４章までに提案された設計方法が実建物に適用

可能かどうかを検証している。現行法の下で最近設計された建築物の部位を対象に，本研究で

提案する手法を適用した場合に，どの程度の補強量になるかを確認している。複数の建物の複

数個所（ト形接合部とＬ形接合部）に，提案手法を適用し，現実的に施工可能な補強量となる

ことを確認している。従来の折り曲げ定着で柱と直交２方向の梁の主筋が錯綜する接合部が，

機械式定着とすることで簡素化され，二段筋の定着長さを長くとることができるメリットも明

らかにされた。 

第６章「結論」では，本研究で得られた成果を取りまとめるとともに，今後の課題について

述べている。今後の課題として，ピロティ階の柱頂部の張り出し部分や，幅広扁平梁と柱の交

差部の外側梁主筋定着部のように，建築物の多様化により生まれる部位への適用性の検討を挙

げている。本研究の成果は，自由度拡大への対応可能性があるといえる。 

以上のように，本研究は，柱梁接合部を模擬した試験体による構造実験データを数多く収集

することで，ト形接合部における既往の強度評価式を修正し，適用範囲を拡大するとともに，

これまで適用外とされている部位（Ｌ形接合部の梁主筋定着）においても適用可能とするため

の補強方法と設計方法（配筋決定方法）を提案するものである。実用的かつ合理的な分析は高

いレベルの研究であるとともに，実務貢献度が大きい成果といえる。 

なお，iThenticateを用いて博士論文全文の剽窃チェックを行ったところ，剽窃が行われてい

ないと判断できる結果であった。ほとんどが，研究論文として慣例的な表現や専門用語が一致

することであったほか，本人や共著の論文が該当していたのみであったことから，剽窃に関わ

る問題は無いと判断した。 

 

 

（試験の結果の要旨） 

 

令和 5 年 1 月 23 日午後６時より，建築学棟１階大会議室にて審査委員出席のもとで，清原俊

彦氏の博士論文公聴会を開催し，学位論文についての口頭発表および質疑応答が行われた。そ

の後，同日午後７時半より，同室にて審査委員会を開催し，厳正な審査の結果，審査委員全員

一致で，本論文が博士（工学）の学位論文として十分な内容を有していると判断し，合格と判

定した。公聴会における質疑応答の内容から，学位論文を中心として関連分野の科目につい

て，博士（工学）の学位を得るにふさわしい学力を有すると判定した。 
 

外国語の学力に関しては，審査付き公表論文のうち２編を英語で執筆し，国際会議のポスタ

ーセッションで発表していることから，十分な学力を有すると判定した。 
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以上により，最終審査は合格であると判定した。なお，iThenticate を用いて博士論文全文の

剽窃チェックを行ったところ，剽窃が行われていないと判断できる結果であった。ほとんど

が，研究論文として慣例的な表現や専門用語が一致することであったほか，本人や共著の論文

が該当していたのみであったことから，剽窃に関わる問題は無いと判断した。 
 


